
400年の歴史を持つ伝統花巻まつりが9月10日～12日の3日間
行われる。
昨年は、本学から3台の神輿を繰り出して、市民の方々から好評を

博し、ソフトボール部のパフォーマンスと共に盛り上がりをみせた。
今年はどんなパフォーマンスが見られるのか、楽しみである。
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第2位はソフトボール部、第3位は硬式野球部であった。さらに、ユーモアあふれ

る特別賞のパフォーマンス賞には柔道部が選ばれた。今年のスポーツフェスティバ

ルを開催するに当たり、主管となる学友会執行部が昨年より少なかったにもかかわ

らず例年どおりの規模でのスポーツフェスティバル開催ができたのは、学友会執行

部が全学の学生に呼びかけ、各ゼミから選出されているゼミ幹事を中心とした運営

体制を取ったことによるといえる。

70名を超すゼミ幹事が大会の事前

準備から、当日の運営、そして終了

後の撤去作業まで率先して執行部を

助け、大いにスポーツフェスティバ

ルを盛り上げ、気持ちの良い、そし

て有意義な大会になった。このこと

は、今後の大学諸行事の実施に当た

っても大きな力となろう。

梅雨入りして間もない6月11日（金）、第4回富士大スポー

ツフェスティバルが本学グラウンドにおいて、全学生参加の下

華々しく開催された。開会式の後、準備体操を兼ねてラジオ

体操で体をほぐし、恒例となっている「学長に挑戦じゃんけん

ぽん」で和気あいあいの雰囲気の中、競技に入った。プログラ

ムは全力をふりしぼる迫力あるものから、ユーモアいっぱいの

もの、そして和やかなゲーム調のものまでさまざまであり、応

援にも熱が入り若人のバイタリティーとエネルギーが梅雨空を

吹き飛ばした一日となった。

競技の結果は、総合優勝が齊藤義・小林・鈴木・熊谷ゼミの赤

チーム、第2位は筑後・金子・前田・中野ゼミの緑チーム、第3

位は藤田・中村・土田・小島利ゼミの茶チームであった。また、

男女一緒に行われ、男子には初めから200メートルのハンデ

ィーがつけられている部対抗リレーでは、優勝が陸上競技部、
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●第4回スポーツフェスティバル
●富士大スポーツ
●新入生学外オリエンテーション
●教養演習旅行
●平成16年度岩手県留学生交流推進協議会
●留学生ふれあい体験
●研究者活動・成果
●訪韓研修を終えて
●イーハトーブレディきまる
●本学初 予備自衛官補に採用
●東北ミニ国体代表選手29名（7種目）
●「ジュニアアジアカップ」日本代表に選ばれる
●OBから一言
●平成15年度決算
●第4回全国高校生童話大賞募集中
●父母懇談会日程決まる●第38回紫陵祭
●図書館専門職員養成講習 ●花巻まつり
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平成16年度在学生

父母懇談会日程決まる

本年度の在学生父母懇談会が下記の日程で開催されます。是非ご参加くだ
さいますようご案内いたします。

９月７日（火） 関東地区父母懇談会（東京）
アルカディア市ヶ谷（私学会館） q０３-３２６１-９９２１

９月８日(水) 北関東地区父母懇談会（宇都宮）
関東チサンホテル宇都宮 q０２８-６３４-４３１１

９月９日（木） 福島県地区父母懇談会（郡山）
郡山ビューホテルアネックス q０２４-９３９-１１１１

９月１０日（金）宮城県地区父母懇談会（山形地区含む）（仙台）
仙台ガーデンパレス q０２２-２９９-６２１１

９月１１日（土）北東北地区父母懇談会（岩手・秋田）（花巻）
富士大学（６８１スロープ教室及びゼミ室） q０１９８-２３-６２２１

９月１８日（土）青森県地区父母懇談会（青森）
青森グランドホテル q０１７-７２３-１０１１

「図書館専門職員養成講習」

全国大会出場寄附金ご協力への御礼

第38回紫陵祭
第37回目を迎える文部科学大臣委嘱「図書

館専門職員養成講習」の開講式が、７月１日に
行われ、9月12日までの74日間に及ぶ夏季
講習が始まりました。
受講人数は、司書コース58名、司書補コ

ース15名の73名で猛暑の中、図書館の専門
職員としての資格取得の為に、朝9時から午
後4時までの集中講義に臨んでいます。現職
者をはじめ、他大学の学生や図書館勤務を目
指している若者から管理職にある人等さまざ
まな人々が集まっています。
講師陣は、バイタリティーあふれる主任教授

の斉藤文男先生をはじめ、図書館と地域住民
を結びつつける現場で活躍しているベテラン
司書の先生方です。

受講科目や、受講生の様子など詳しくは、
次のホームページをご覧下さい。
ｈttp://www.fuji-u.ac.jp/

富士大学新興強化部全国大会出場寄附
金募集に当たりましては、在学生の父母、
卒業生、取引先（業者）ならびに本学関
係者、その他の多くの方々から多大なる
ご支援を賜りましたことに対しまして、
心から感謝と御礼を申し上げます。
募集状況につきましては、現在のとこ

ろ約500万円を超える募金をいただいて
おります。既に、ホッケー部およびサッ

カー部の大会は終了（同紙面参照）、女子
ソフトボール部は開催中のため、結果は
次回に掲載させていただきますので、お
待ちください。
なお、配分につきましては、各クラブ

に配分し、有効に活用させていただき、
また今後の全国大会出場の援助に利用さ
せていただきます。

今年も学内大イベントである紫陵祭が
やってきます。
紫陵祭の日程及び、企画は下記のとおり
です。
期日：平成16年10月9日～10日
テーマ『「健」～すこやか～』
■ 展示・模擬店
ゼミの研究展示会
ゼミ・サークルの模擬店
■ ステージ企画
アーティスト企画
BENNIE K 
TATE&MARKIE（タテ＆マーキー）
着物コンテスト
ミキサークイズ
軽音ライブ　THAT ！天才？
三感王　五大学企画
スタンプラリービンゴ
岩手5大学企画
■ イベント企画
ユニセフ募金・献血などのボランティ
ア活動・フリーマーケット

4回目を迎えるこの童話大賞は、第1回～3回まで全国各地
の高校生から多数の応募が続いたことから、その状況に合わ
せ、今年度から名称を変え、「全国高校生童話大賞」となりま
した。
昨年度の第3回においては、全国の全ての都道府県の高校

385校から1331篇もの作品が寄せられました。

平成16年度
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岩手県選手権水泳競技大会
平成１６年６月１２日～１３日（岩手県営屋内温水プール）

１００m背泳 準優勝 小原芽衣子（2年）1' 10'' 36
２００m背泳 優　勝 小原芽衣子（2年）2' 26'' 76

第５９回東北水泳大会
平成１６年７月２４日～２６日（宮城県総合運動公園プールグランディ２１）

１００m背泳 準優勝 小原芽衣子（2年）1' 09'' 26

平成１６年６月１９日～２１日（東北学院大学泉キャンパス青葉体育館）

男子第３位 準決勝 富士大５８－１１７秋田経済法科大
女子ベスト８ ３回戦 富士大７４－８９山形大

平成１６年６月４日（仙台市武道館）

男子第３位 準決勝 富士大２－３東北学院大

平成１６年６月２６日～２７日（宮城スタジアム）

男子 １００m 第５位 山影光良（1年）
８００m 第７位 吉田雅裕（1年）
１５００m 第６位 林　優人（1年）
５０００m 第２位 中島翔平（1年）

第６位 工藤　翼（1年）
砲丸投 第２位 佐藤宏一（2年）

第７位 佐藤宏一（2年）
女子 やり投

優勝
安藤智美　

平成１６年６月１８日～２０日
（宮城県総合運動公園総合プール）

１００m背泳 優　勝
小原芽衣子（2年）1' 09'' 27

２００m背泳 優　勝
小原芽衣子（2年）2' 27'' 97

平成１６年６月１８日～２１日（仙台市体育館）
２回戦 富士大１５－２０東北福祉大

第55回東北地区大学総合体育大会結果

第4回全国高校生
童話大賞募集中

花巻まつり

富士大スポーツ／大会結果報告

水泳同好会

岩手県下一般バスケットボール選手権大会
平成１６年５月１４日～１６日（岩手県営体育館・滝沢総合体育館）

男子ベスト８ 準々決勝 富士大７４－７９盛岡クラブ
女子準優勝 決勝 富士大６８－７５岩手大

第２８回春季北奥羽地区大学バスケットボール大会
平成１６年５月２９日～３０日(岩手大学)

男子 ２回戦 富士大 ６８－９１弘前大
女子優　勝 準決勝 富士大１１７－５３盛岡大

決　勝 富士大 ７８－７５岩手大

バスケットボール部

第24回東北学生卓球連盟加藤杯争奪
新人卓球選手権大会
平成１６年５月８日～９日（花巻市総合体育館）

団体戦決勝 富士大学A０－３青森大学 準優勝
シングル 稲　葉　　徹 （２年）ベスト８
ダブルス 駒　形　元気 （４年）

長谷川　文康 （４年） 組　第３位
南　　　克幸 （３年）
伊　藤　考耶 （１年） 組 ベスト８

東北学生卓球連盟春季リーグ戦 兼 第７４回全
日本大学対抗卓球選手権大会予選会
平成１６年５月２２日・２３日（塩竈市体育館）

男子１部リーグ ３勝２敗
第３位（全日本学生出場）
敢闘賞 南　克幸（３年）
女子１部リーグ ３勝２敗
第３位（全日本学生出場）

第５７回東北学生卓球選手権大会
平成１６年６月１２日～１３日（原町市スポーツセンター）

男子シングル
南　克幸（３年）ベスト１６
ダブルス
南　克幸（３年）
伊藤考耶（１年） 組
ベスト８

女子シングル
佐藤　苗 （１年）
第３位（全日本出場）

第７３回全日本大学対抗卓球選手権大会
平成１６年８月５日～８日（京都府立体育館）

男子予選リーグ 富士大１－３近畿大
富士大３－０千葉商科大

決勝トーナメント１回戦 富士大１－３法政大
女子予選リーグ 富士大０－３大阪経法大

富士大３－１明治大
決勝トーナメント１回戦 富士大０－３金城大

卓球部

第５９回市内継走盛岡大会
平成16年4月18日（岩手県営運動公園周辺）

＜一般男子＞
小林　健治・佐藤　瑞樹
吉田　雅裕・佐藤　太一郎
齋藤　祐一郎 ２゚０１'４１'' 第４位
＜一般女子＞
熊谷　明奈・寺澤　里美
川井　　幸・根城　早織 ５６'１８優　勝

第５７回東北学生陸上競技対抗選手権大会
平成１６年５月１４日～１６日（宮城野原陸上競技場）

【男子】
１００００ｍ 齋藤祐一郎（４年） ３１'５６''９３ 第７位
走高跳 高橋　冬樹（３年） １ｍ８５ｃｍ 第８位
砲丸投 佐藤　宏一（２年） １２ｍ５９ｃｍ 第４位
４×１００ｍ 富士大学 ４３''１８ 第５位
【女子】
１５００ｍ 根城　早織（４年） ４'４９''１２ 優　勝

熊谷　明奈（１年） ４'５４''６７ 第４位
寺澤　里美（１年） ５'００''１２ 第８位

５０００ｍ 根城　早織（４年） １７'３８''９３ 準優勝
熊谷　明奈（１年） １７'５７''３９ 第４位

５０００ｍW 田中久美子（４年） ２４'３５''２７ 準優勝
円盤投 安藤　智美（２年） ２６ｍ３５ｃｍ 第８位
やり投 安藤　智美（２年） ４１ｍ０８ｃｍ 第３位

第２６回北日本学生陸上競技対抗選手権大会
平成１６年６月１２日～１３日（札幌市円山競技場）

【男子】
砲丸投 佐藤　宏一（２年） １３ｍ３５ｃｍ 準優勝
円盤投 佐藤　宏一（２年） ３０ｍ９０ｃｍ 第５位
【女子】
８００ｍ 寺澤　里美（１年） ２'２７''０９ 第６位
１５００ｍ 熊谷　明奈（１年） ４'４９''２２ 準優勝
５０００ｍ 川井　　幸（１年） １８'５８''２４ 第８位
やり投 安藤　智美（２年） ４３ｍ１０ｍ 準優勝

第７３回日本学生陸上競技対抗選手権大会
平成１６年７月２日～４日（国立霞ヶ丘競技場）

１５００ｍ 根城　早織（４年） ４'２９''２４ 第９位
１００００ｍW 田中久美子（４年） ５１'２０''６９ 第１４位

陸上競技部

岩手県南春季大会
平成１６年４月２４日～２５日（花巻総合体育館）

準決勝 富士大学３０－６ガンバ花クラ
決勝 富士大学２８－６花巻クラブ

優　勝

第３９回東北地区学生ハンドボール春季リーグ戦
平成１６年５月１３日～１６日（青い森アリーナ）

２部リーグ ５勝０敗
優　勝

入替戦 富士大学 ２８－１８ 福島大学
東北学生リーグ一部に昇格

第５６回岩手県民体育大会ハンドボール競技
平成１６年７月９日～１１日（花巻市総合体育館）

３回戦 富士大学１９－１６ 鵬クラブ
準決勝 富士大学２０－２６ 岩手教員クラブ

第３位

ハンドボール部

岩手県民体育大会
平成16年7月10日（江刺市　岩谷堂農林高校）

７７ｋｇ級 伊　藤　幸喜（２年）第５位
７７ｋｇ級 森　　　裕樹（２年）第４位
８５ｋｇ級 佐々木　和友（２年）第２位
１０５ｋｇ級 佐　藤　和輝（１年）第２位
＋１０５ｋｇ級 佐　藤　優亮（３年）第１位

ウェイトリフティング部

岩手県民体育大会ボクシング競技
平成１６年７月２日～４日（都南体育館）

バンタム級 元持　拓耶（１年） 優　勝

ボクシング部

第５６回岩手県民体育大会
平成16年7月4日（大船渡市市民体育館）

市の部
成年男子組手（無差別級）小林　良光（３年） 第３位

空手道部

春季リーグ大会
平成１６年５月１日～２日（北上市展勝地野球場）

富士大学 ９－３ 仙台大学
富士大学 ０－２ 東北福祉大学
富士大学１６－０弘前大学
富士大学 ７－０ 盛岡大学
準優勝

東北・北海道地区大学ソフトボール選手権大会
平成１６年５月２２日～２３日（宮城県蔵王町総合運動公園）

準決勝 富士大学４－１仙台大学
決　勝 富士大学３－０東北福祉大学

優　勝
（全国大会出場）

第３８回岩手県一般女子ソフトボール選手権大
会兼第５６回全日本総合女子ソフトボール選手
権大会岩手県予選会
平成16年5月29日（西根町総合運動公園他目的広場）

富士大学１４－０ゼウス
富士大学５－３千厩ＯＧ
優　勝

第５６回東北総合選手権大会兼全日本総合選
手権東北予選
平成１６年８月７～８日（宮城県妙町総合運動場）

準決勝 富士大学５－１TOETECK（宮城）

決　勝 富士大学２－０東北福祉大

優　勝
※９月２４日広島県呉市で開催される全国大会に出場

女子ソフトボール部

IBC杯ホッケー大会
平成１６年５月１日～４日（岩手町人工芝ホッケー場）

男子 ２勝１分（得失点差により）
準優勝

女子 １勝１分（得失点差により）
準優勝

第２３回全日本大学王座決定戦北日本予選会
平成16年5月22日（岩手町人工芝ホッケー場）

男子 富士大学 １１－０新潟大学
優　勝（全日本王座決定戦出場）

女子 富士大学 １８－０北海道大学
優　勝（全日本王座決定戦出場）

第２３回全日本大学王座決定戦
平成16年6月17日～20日（大阪長居球技場）

男子 １回戦　富士大学５－３明治大学
準決勝　富士大学０－７立命館大学
第３位

女子 １回戦　富士大学１－４山梨学院大学
ベスト８

ホッケー部

岩手県民体育大会
平成16年7月4日（岩手県営武道館）

男子
個人戦 ２５歳以下の部　奥山　久（４年） ベスト８

２５歳以下の部　藤田　忠（３年） ベスト８
女子
個人戦 ３０歳以下の部 加藤　麻衣（３年）優　勝

第５３回岩手県下選手権大会
平成１６年７月２４日～２５日（岩手県営武道館）

男子
個人 （３段以下の部） 伊藤　成慶（３年）準優勝
女子
団体 （中村、神成、加藤）準優勝

剣道部

東北地区大学準硬式野球春季リーグ戦
平成１６年 ４月～５月

４勝８敗 第５位

準硬式野球部

春季リーグ戦
平成１６年４月～５月

７勝３敗 準優勝

北東北大学野球１部新人戦
平成１６年４月～５月

準決勝 富士大学８－１八戸工業大学（８回コールド)
決　勝 富士大学２－６青森大学 準優勝

硬式野球部

天皇杯全日本サッカー選手権大会岩手県予選
平成１６年６月～８月(胆沢川桜づつみ多目的広場・盛岡南球技場　他）

◇社会人チーム
５回戦６/２７ 富士クラブ2003５－０水沢FCユース
準々決勝７/２４ 富士クラブ2003０－２新日鉄釜石

ベスト８
◇大学チーム
準々決勝７/２４ 富士大学３－１盛岡商業高校
準決勝７/２５ 富士大学１－０岩手大学
決　 勝 ８/２２ 富士大学４－２新日鉄釜石

優　勝 天皇杯初出場
(初戦９月２３日大分県代表チームと対戦・盛岡南球技場）

第１１回全国クラブチームサッカー選手権岩手県大会
平成１６年（石鳥谷ふれあいの丘運動公園）

準決勝６/１３ 富士クラブ２００３ ４－０久慈クラブ
決　勝８/１ 富士クラブ２００３ ２－０高岡クラブ

第５回東北地区大学サッカー選手権大会　兼
第２８回総理大臣杯全日本大学サッカートーナ
メント東北地区予選
平成１６年６月１２日～１３日（宮城県利府サッカー場）

準決勝 ６/１２ 富士大学０－０仙台大学（PK6-5)
決勝 ６/１３ 富士大学２－１東北学院大学
優　勝（総理大臣杯全日本大会出場）

第28回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント
平成16年7月6日（大阪長居第２陸上競技場）

１回戦 富士大学０－５桃山学院大学

サッカー部
水泳同好会

バスケットボール部

柔道部

陸上競技部

ハンドボール部

平成１６年６月１８日～２８日（名取スポーツ愛島球場）

ベスト８ ３回戦 富士大１－３東北福祉大

平成１６年６月１２日～１３日（東北大学青葉山体育館）

男子団体戦 準決勝 富士大３－２東北福祉大
準優勝 決勝 富士大０－３青森大
女子団体戦 準決勝 富士大０－３東北福祉大
第３位

平成１６年６月１８日～２２日（宮城県サッカー場）

ベスト８ ３回戦 富士大０－３岩手大

平成１６年６月１９日～２２日（宮城球場　他）

２回戦 富士大１－９山形大

硬式野球部

卓球部

サッカー部

平成１６年６月２７日～２１日
（宮城スポーツセンター）

男子団体
２回戦 富士大２－２東北福祉大

（代表戦敗退）
女子団体
２回戦 富士大０－１弘前大
女子個人戦準優勝 中村聡美

剣道部

準硬式野球部

第4回スポーツフェスティバル

6月18日より7月4日にわたり仙台市をメイン会場として開催された。本学は男女合わせて14種目にエ
ントリーし、以下の結果であった。

第28回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント戦

第23回全日本大学王座決定戦

第25回北海道・東北地区大学選手権大会兼
第39回全日本大学男女選手権大会北海道・東北地区予選会

天皇杯全日本サッカー選手権大会岩手県予選会

柔　道　部

全日本女子都道府県対抗柔道大会岩手県予選
平成16年4月24日（岩手県営武道館）

女子

５２ｋｇ以下級 佐藤　清利奈（１年）第３位
５７ｋｇ以下級 下平　朋　子（１年）第３位
６３ｋｇ以下級 後藤　澄　江（３年）準優勝
７０ｋｇ以下級 江尻　真　美（４年）準優勝
無差別級 剱持 まりこ（２年）第３位

全日本学生柔道優勝大会東北予選
平成16年5月16日（岩手県営武道館）

男子　優勝リーグ戦 ３勝１敗

準優勝（全日本学生出場）
女子　
団体３人制 第３位　全日本学生女子出場
団体５人制　第２位
大会優秀選手　後藤　澄江（３年）

全日本ジュニア柔道体重別選手権大会予選会
平成16年6月12日（岩手県営武道館）

女子
４８ｋｇ以下級　佐藤　清利奈（１年）準優勝
５２ｋｇ以下級　西村　友　希（１年）第３位
５７ｋｇ以下級　下平　朋　子（１年）優　勝

全日本学生柔道優勝大会
平成１６年６月２６日～２７日（日本武道館）

男子 １回戦　 富士大０－５山梨学院大
女子５人制女子１回戦 富士大学０－５埼玉大学

岩手県民体育大会
平成16年7月4日（宮古市総合体育館）

＜成年男子＞　
軽量級 藤村　　靖（２年）優　勝（２連覇）

高橋　　平（４年）準優勝
工藤　雄典（２年）第３位

軽中量級 吉田　樹史（２年）準優勝
高橋　　徹（１年）第３位

重量級　 久保　　潤（４年）準優勝
団体戦決勝 花巻市１－２盛岡市 準優勝

全日本ジュニア柔道大会東北予選会
平成16年7月18日（宮城県武道館）

男子
６６Kg級 高崎　　徹（１年）２回戦敗退
９０Kg級 黒澤　英朗（１年）初戦敗退
１００Kg級 須藤　　晃（１年）初戦敗退

市民の方々の
ご来場お待ちしております。

創部間もない
全国大会出場！！

｛ ｝
｛ ｝

｛ ｝
実行委員長　富士大学　学長　小山田　了三

ホッケー部
ソフトボール部
サッカー部



4月10日入学した新入生全員を対象として「新入生学外オリエンテーショ
ン」が今年も岩手山青年の家で4月23日（金）24日（土）の1泊2日で実施さ
れた。これは新入生が早く大学生活に馴染めるように、また学生同士や教職
員との交流を深めようと企画されているもので、予め計画されていたプログ
ラムに添って行われた。
今回の行事の新しい試みとして、初日の午後に岩手県警察本部の生活安全

企画課より講師をお招きして、「学生生活の安全対策について」というテーマ
で最近問題化している携帯電話に関わることや、キャッチセールスなどの悪
徳商法から自分の身を守る方
法などについて90分間にわ
たり講話があり全員が熱心に
聞き入った。初日の最後は、
学友会主催によるゲームやク
イズで盛り上がり、2日目には
創作活動やスポーツ活動を教
職員とともに楽しみ、今年も
大成功で終わることができた。

5月12日（水）今年も快晴に恵まれ、午前9時に7台の観光バスにコー
スごとに分乗した新入生達は、元気に教養演習旅行に出発した。今年の
コースは、事前のアンケート調査の結果によって、Ａコース「あさ開き・小
岩井農場と盛岡わんこそばコース」、Ｂコース「げいび渓舟下りと太陽と風
の家」、Ｃコース「浄土ヶ浜遊覧・散策と水産科学館コース」の3コースで
実施された。それぞれのコースでは、岩手県内の名所観光巡りや体験学
習などでお互いの親睦を図り、特にＡコースの「わんこそば」は、そのお
いしさに今年も人気を博して新入生にとっては忘れられない楽しい思い出
となった。また、旅
行後にアンケート調査
を行ったが、「楽しか
った。もう1度行って
みたい」という意見が
圧倒的に多く、今年
も所期の目的を十二
分に果たすことがで
きた。

7月1日（木）岩手大学において「岩手県留学
生交流推進協議会」が開催された。
この会は、岩手県における外国人留学生の円
滑な受入れを促進し、また、地域住民との交流
を通じて国際的相互理解を深めるための議論を
する場として、毎年開かれている。
協議会終了後、岩手大学附属図書館「生涯学

習・多目的室」において、「留学生の生活発表会」
が行われた。今年度は、本学からも、今年3年
次に編入した中国吉林省長春大学出身の孫正　
さんが、「私の将来の目標」と題して発表を

行った。この内容は、今年度発行予定の「留学
生いわてNo.17」に掲載されることになってい
るが、大変好評だったので、ここで要旨を紹介
する。
～中学生の頃に「北国の春」が流行りました。
中国経済の対外開放・市場経済化とともにまず
「北国の春」が流入し、次いで日本の優れた工
業製品、生産技術、経営管理思想が大挙して
流入しました。私はこのどちらにも心を奪われ
ました。特に、資源の少ない日本が何故これほ
どの経済発展を遂げたのか、不思議なことでし
た。
その後、日本のアニメ、ファッションなどに接

するうちに私はすっかり日本ファンになり、日本
への留学を真剣に考え始めました。大学を卒業
して7年後の今年、私はついに念願をかなえ日
本に来ることが出来ました。大学では多くの優
れた先生にめぐり会うことが出来ました。現在、
私は日本を深く学び、その成果を中国に帰って
学生達に伝えたいと思っています。中国で将来
教師として働くこと、これが私の将来の夢なの
です。～
孫さんのスピーチに、会場は万雷の拍手に包ま
れた。
17時からは、岩手大学中央食堂に場所を変

え、「留学生交流懇談会」が行われた。
岩手大学36名、岩手県立大学7名、一関

工業高等専門学校4名、北里大学3名、本学
35名の各国の留学生の他に、交流推進関係
者、大学関係者を含め総勢約150名が集った。
盛岡大学の加藤章学長の挨拶を皮切りに、和
やかな雰囲気で、交流会がスタートした。今
年は、本学からもアトラクションへの参加があ
り、李

リ ョ ウ

さんの「ショートスピーチ」・浩斯宝音
さんの四胡の愉快な弾き語り、劉高娃さんの
「青海湖」という豊作を祝う踊り、巴雅尓図

バ ヤ リ ト

さ
んの雄大な歌、玉柱さんの中国の流行歌で盛
り上げた。
また、日本を代表してということで、留学

生交流団体「地球市民の会」の高橋比奈子さ
んが、「盛岡音頭」を披露した。この会の司会
進行を担当した岩手大学国際交流センター教
授岡崎正道氏が閉会の言葉を述べ、お開きと
なった。
本学の留学生も、毎年この会に参加し、他

大学の留学生との交流という貴重な体験をし
ている。今後は、単に交流会に出掛けて行く
だけでなく、企画・準備の段階でも、積極的
に協力し、より意義のあるものにしていきた
い。

ホッケー部 佐藤　優君（３年）
佐藤優君は、平成16年4月20日～

30日、パキスタン カラチに派遣され
た。
本大会は、アジアから10チームの参

加で行われ、5チームずつのプールで
予選リーグを行い、日本はチャイニー
ズタイペイ・韓国・パキスタン・シンガポ
ールと同じAプールに入った。
■試合経過
4月20日　日本９－１チャイニーズタイベイ
4月21日　日本１－８韓国
4月23日　日本１－６パキスタン
4月25日　日本１－２シンガポール

【結果】
予選リーグ 第４位 ５位～８位決定戦
に進む。
■試合経過
4月27日　日本１－０中国
4月28日　日本１－０バングラディッシュ

最終結果　第５位　
佐藤君は、ゴールキーパーとして、チ
ャイニーズタイベイ・韓国・シンガポール
戦に出場。

◇大会出場後の感想・今後の抱負
「今回、21歳以下の日本代表に選ばれ、
アジアカップに出場し、各チームの勝
利への執念を感じ、特にインド対パキ
スタンの決勝戦は鬼気迫るものがあっ
た。自分もあの試合に対する姿勢を見
習い、またそのことをチームに伝え、
全員が全国大会で対戦する強豪にも怯
まず、立ち向かう姿勢を出していける
チームにしていきたい。
また、夏の全日本王座・秋のインカレ
にて良い成績を残し、北京オリンピック
出場を目指す日本代表入りを目指した
い、その為にもトレーニングに励むとと
もに、富士大学の代表、日本の代表と
して恥ずかしくないような人間へと成
長していきたい。」

新入生学外オリエンテーション 教養演習旅行

平成16年度 岩手県留学生交流推進協議会

留学生生活発表会・交流懇談会

東北ミニ国体代表選手29名(7種目)

「ジュニアアジアカップ」日本代表に選ばれる
ソフトボール部 佐々木　瞳さん（１年）
佐々木さんは、平成16年5月25日～
31日韓国ソウルに派遣された。
■試合経過
予選リーグ第4位　決勝トーナメントに進む
5月30日 1回戦　日本３－０台湾

準決勝　日本２－１韓国
決勝　日本４－１フィリピン

優勝　日本
打点王獲得

◇大会出場後の感想・今後の抱負

「自分なんかが選出されてよかったのか？という驚きの中、大会は
5月25日～31日まで韓国のソウルで行われました。国際試合は
初めてで自分がどれだけのプレーができるかという期待と不安の
中で私の役割は4番1塁手。チームメイト一人一人も選出されてき
ただけに上手い人ばかりでした。そんな中、自分のやるべき事を
しっかりとやろうと心に決め試合に臨みました。苦しい試合ながら
も結果は優勝。金メダルが胸に飾られ、そして個人賞の発表。私
は打点王を獲得しました。この嬉しさは計り知れないものでした。
このような国際舞台を経験し活躍できた事は、これからの私にとっ
つての財産です。そして私を支えて下さった方々に感謝の気持ち
で一杯です。ありがとうございました。これからもこの結果に満足
する事なく更なる向上を目指して頑張ります。」

第31回東北総合体育大会へ本学より各県の代表として

貸借対照表（平成16年3月31日現在） （単位：千円）

学校法人富士大学の平成15年度決算を公表します。公表内容は、

学校法人会計基準（文部省令第18号）に基づいて作成され、公認会計

士監査済の「資金収支計算書」、「消費収支計算書」、「貸借対照表」で

す。なお、見やすくするために、配置の変更、項目の簡素化、金額表示

単位の変更（単位未満切り捨て）を行っています。

平成15年度の決算は、学納金収入の減少に加え、新設した大学院

関係の人件費の増加や退職金の増加により、消費収支は支出超過と

なりました。しかし、無借金経営は堅持し、自己資金構成比率（一般

企業でいう自己資本比率）は、88.7％と（全国学校法人平均

83.4％、同規模学校法人平均79.5％）高水準で、財務の安定性の

高さを示しています。また、支払準備となる「現金預金」と「有価証券」

の合計額は、2,237百万円と豊富であり、財務の健全性は維持され

ています。

学校法人富士大学の平成15年度決算

資産の部
科　　目　　　　　　　 金　額

固定資産 5,955,209
有形固定資産 4,968,149
土地 80,527
建物 4,103,694
構築物 216,012
教育研究用機器備品 61,397
その他の機器備品 9,912
図書 492,881
車輌 3,724
その他の固定資産 987,060
電話加入権 1,483
長期貸付金 3,217
出資金 1,250
有価証券 970,240
長期前払費用 10,870

流動資産 1,349,998
現金預金 1,267,613
未収入金 70,764
貯蔵品 543
前払金 1,167
仮払金 9,909

資産の部合計 7,305,207

「長期借入金」「短期
借入金」の科目があ
りません。学校法人
富士大学は無借金経
営です。

「基本金」は、企業会
計の「資本金」にあ
たるものですが、同
じではありません。

第1号基本金
教育研究用の固定資
産を購入すると同額
の基本金を積む必要
があります。

ペイオフ解禁に対応
して、資金をより安
全・有利に運用する
ため、高格付の公社
債を保有していま
す。

第4号基本金　
恒常的に保持すべき
資金として積む必要
がある基本金です。

16年度の入学金、授
業料などです。

負債の部
科　　目　　　　　　　 金　額

固定負債 151,003
退職給与引当金 151,003

流動負債 671,207
未払金 14,896
前受金 598,576
預り金 57,735

負債の部合計 822,211

基本金の部
科　　目　　　　　　　 金　額

第1号基本金 7,451,164
第4号基本金 106,000

基本金の部合計 7,557,164

消費収支差額の部
科　　目　　　　　　　 金　額

翌年度繰越消費支出超過額 1,074,167
消費収支差額の部合計 △1,074,167

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計 7,305,207

平成15年度（平成15年4月1日～平成16年3月31日）資金収支計算書 （単位：千円）

収入の部
科　　目　　　　　　　 金　額

学生生徒等納付金収入 984,268
手数料収入 19,601
寄付金収入 15,720
補助金収入 154,431
資産運用収入 65,842
資産売却収入 5,640
事業収入 155,838
雑収入 35,117
前受金収入 598,576
その他の収入 461,969
資金収入調整勘定 △692,802
前年度繰越支払資金 1,640,146
収入の部合計 3,444,350

支出の部
科　　目　　　　　　　 金　額

人件費支出 741,057
教育研究経費支出 283,031
管理経費支出 333,320
施設関係支出 46,191
設備関係支出 29,694
資産運用支出 287,317
その他の支出 472,207
資金支出調整勘定 △16,384

次年度繰越支払資金 1,267,613
支出の部合計 3,444,350

平成15年度（平成15年4月1日～平成16年3月31日）消費収支計算書 （単位：千円）

ペイオフ解禁に対応
して購入した安全・
有利な有価証券（公
社債）の増加額です。

消費収入の部
科　　目　　　　　　　 金　額

学生生徒等納付金 984,268
手数料 19,601
寄付金 28,007
補助金 154,431
資産運用収入 65,842
資産売却差額 640
事業収入 155,838
雑収入 35,117
帰属収入合計 1,443,747
基本金組入額 △84,928
消費収入の部合計 1,358,819
当年度消費支出超過額 226,605
前年度繰越消費支出超過額 847,562
翌年度繰越消費支出超過額 1,074,167

消費支出の部
科　　目　　　　　　　　　 金　額

人件費 743,317
教育研究経費 500,898
管理経費 337,646
徴収不能額 3,562

消費支出の部合計 1,585,424

OB

地域住民との交流を通じて国際的相互理解を深
めるために、本学の留学生たちは、北上青年会議
所が主催する「ひらた舟」の乗船やTポールなどに参
加して、北上市の市民団体や地域の小学生及びイ
ンド、フランス、韓国等6ヵ国から来日した人々約
百人と一緒に楽しい一日（6月6日（日））を過ごした。
留学生たちは、青年会議所のアシスタントとして、
班編成された小学生たちのリーダーを担任して、蒙
古語の挨拶を教えたり、小学生からのいろいろな質
問に答えたり、または各自の留学生活について感想
を語ったりして楽しく交流した。
「ひらた舟」の乗船体験では、東北随一の大河で
ある北上川を舞台に藩政時代に活躍した「ひらた」
の乗り心地を肌で感じると同時に日本の風習に触れ
ながら、勤勉且つ素朴な東北地方の人柄の良さを
一層深く感じた。
内蒙古は内陸なので初めて舟に乗る留学生がほ

とんど。緑の山々に囲まれた中を流れる豊かな北上
川のすばらしさが、参加者の心に焼きついたようだ。
「私たちは若いですから、日本で精一杯勉強して
日本の先進的な技術・学問を身に付け、将来国に帰
って積極的に日中友好及び国際事業に力を入れ貢
献したい」と留学生は語っていた。

『2割司法（完結版）――本人
訴訟によるライオンズ・マン
ション電波障害訴訟体験記
録』 近代文芸社　
2004年3月刊
定価1,500円（税込）

教授　中野　進

この拙著は、小生にしか書けないとの思いに基づき、上梓させて頂きま
した。すべての裁判が完結したので、完結版と致しました。名古屋高等裁
判所の判決は、マンション等によるテレビの電波障害の被害者が初めて勝
訴した日本初の判決です。被害者である原告と筆者とは、同一人物であり、
本件の場合、約500万円の費用がかかる弁護士を利用せずに、筆者自身
が、訴訟活動（本人訴訟）を行ないました。弁護士を雇える人は、幸せ者で
す。被告大京側の弁護士は、3名です。
『2割司法』とは、法的紛争当事者の内、裁判所や弁護士を利用する者
は、2割のみであるということです。最近、弁護士の増員、法科大学院の
設置、裁判迅速化法の制定、裁判員制度の設立等の司法“改革”が進めら
れていますが、裁判官、弁護士、検事（検察官）の1人1人が『真のリーガ
ル・マインド』、特に被害者救済のための「ヤル気」を有していないのであれ
ば、司法“改革”は幻に終わるのではないでしょうか。誰のための改革なの
でしょうか。「常識的な内容の判決」を「常識的な期間内」に作成する『能力』
と『意思』が、1人1人の裁判官に求められているのです。国民が求めてい
る司法改革とは、判決の『品質』と『納期』ではないでしょうか。
ちなみに、本件の場合も、1988年9月24日の調停申立から1996年

7月22日の訴訟費用額確定決定更正決定と同年10月18日の被告大京に
よる、訴訟費用や法定利息等の支払いまで、丁度8年間もかかっており、
又、津地方裁判所四日市支部が下した原審決定書に四日市簡易裁判所の角
印が押されていたり、裁判官と書記官が証人調書に証人の証言内容とは正
反対の記載を行なったり、裁判官が、何度も事実を誤認したり、さらに、
原告の請求の1つを無視して、裁判所としての見解を全く示しませんでした。
これらこそ、正に『2割司法』の主たる原因であり且つその証拠ではないで
しょうか。
この拙著の内容は、「端書き」、「序言」、「第1章　事実の概要」、「第2
章　管轄権問題」、「第3章　本案第1審判決の問題点」、「第4章　本案第
2審判決の問題点」、「第5章　口頭弁論調書更正問題」、「第6章　訴訟費
用額確定決定問題」、「結章」、「事件年表」、「参考資料」、「索引」となって
います。「参考資料」には、2つの判決書の全文と5つの決定書の全文が、
記載されています。テレビの電波障害問題に直面されている方や裁判に多
少なりとも関心をお持ちの方にとって、富士大学の図書館にあるこの拙著
がお役に立つことがあれば、幸いです。
最後に、本件裁判のために多大な御助力を賜わった多数の皆様とこの拙

著を上梓するに際して及び今回紹介させて頂くに際してお世話になった皆
様に心より厚くお礼申し上げます。

訪韓研修に参加し韓国に着いた当初は、隣国でありながら全く違った文
化を持つ国であると思っていたため、どのような人たちが暮らしているのだ
ろうと不安でした。しかし、韓国の方々と接している内に、博物館内に展示
されている土器や建物の造りなど日本と共通しているもがあるのだと感じ、
親近感を持ちました。
この研修で特に印象に残っているのが、韓国の学生の家での2泊3日の
ホームステイでした。これは行く前から、私が楽しみにしていたものである
と同時に、とても不安でもありました。しかし、ホストファミリーであるジェ
イは紳士的に私を迎えてくれ、韓国語が話せない私に気を遣ってくれたこと
に感謝しています。
ホームステイでは、韓国の生活スタイルを身近に感じることができ、韓国
と日本の文化の違いについて肌で感じることができました。しかし、私は韓
国の習慣に困ることはありませんでしたが、コミュニケーションがうまく取
れなかったのが残念でした。そんな私に対しジェイは積極的に接してくれ、
韓国のお寺や、漢方薬の市場など、日本にはないさまざまな場所へ案内し
てくれ、楽しい2泊3日を過ごすことができました。
この研修では2ヶ所の大学との交流があり、韓国の学生は我々を暖かく迎
えてくれ、とても友好的に接してくれました。また、韓国の学生は日本語が
とてもうまく、日本の文化も勉強しているため、歴史、食べ物、さらには
日本のアニメーションにも詳しかったのには驚きました。学園祭では日本の
お好み焼きを焼いて売っていたそうで、とてもおいしくできたと語っていま
した。
この研修に参加して感じたことは、私自身が「井の中の蛙」だったことで
す。それは、韓国と北朝鮮は今も冷戦状態であり、まだ終戦を迎えたわけ
ではないということを改めて知り、平和ボケをしている私にとって自分自身
がとても小さな存在に思えたから
です。この経験を生かし、社会
に出ている今強く生きていこうと
思います。また、この研修に参
加したメンバーもいろいろな考え
を持っていた方達だったので、と
ても楽しい10日間となりました。

花巻市の観光をＰＲする、2004年度「はなまきイーハトーブレデ
ィ」3人が決まり、そのうちの1人に本学4年生の松田歩さんが選ば
れた。本学から選ばれたのは、昨年に引き続き2人目となる。
6月3日、選ばれた3人は、花巻市
役所において観光協会から委嘱状を
受け、来年5月末までの1年間花巻
のＰＲに務めることになる。
松田さんは、「昨年のイーハトーブ

レディが友人で、楽しそうだったか
ら。」と応募した理由を述べていた。
そして、「各イベントで全国に行き、
色々な人々と交流を深め、花巻のＰ
Ｒ活動をしていきたいです。」と意欲
をみせていた。

私は現在49歳で、建築関係の会社を
経営しています。大学を卒業してはや
27年になりますが、いくつになっても
母校はかけがえのないものだと感じてい
ます。私にとって大学生の時代は「人生
でもっとも楽しく、自分らしく生きてい
た時代だった」とこの年になって思いま
す。4年間、ただ走ることだけに集中し、
たった1秒のタイムを縮めることに情熱
を傾けたことを心から愛おしく思うので
す。当時は奥州大学から富士大学への移
行期でもあり、今のような8階建ての学
舎や巨大な室内運動場もありませんでし
た。大学を訪ねる度毎に施設が充実して
本当にうらやましい限りですが、当時は
大学に行って好きなことを思いっきりや
れるだけで十分でした。

■柔道部 藤　村　　　靖 2年 岩手 岸　波　翔　子 2年 福島
■剣道部 加　藤　麻　衣 3年 岩手 小山田　　　恵 1年 福島
■バスケ部 京　谷　舞　子 4年 岩手 ■サッカー部 飯　塚　高　広 3年 岩手

舘　　　美由希 2年 岩手 ■卓球部 南　　　克　幸 3年 岩手
■ホッケー部 佐　藤　照　美 3年 岩手 伊　藤　考　耶 1年 岩手

岡　田　瑶　子 2年 岩手 鈴　木　祥　恵 3年 岩手
山　崎　幸　子 1年 岩手 吉　田　瑞　江 2年 岩手
橋　本　郁　美 1年 岩手 土　田　美　幸 1年 岩手
小　沢　みさき 1年 岩手 ■陸上競技部 佐　藤　宏　一 2年 岩手
新　野　貴　子 1年 岩手 横　田　拓　也 1年 岩手
藤　原　亜希子 2年 秋田 根　城　早　織 4年 岩手
小　野　美南子 1年 秋田 寺　沢　里　美 1年 岩手
鎮　西　美沙都 1年 秋田 田　中　久美子 4年 宮城
千　葉　千　代 3年 宮城 安　藤　智　美 2年 宮城
小笠原　　　槙 3年 宮城

キャンパスニュースcampus

news

岩井　敬祐（平成16年3月卒業）

第10回卒業生
キャピタルハウスサクセスシステム
（株）AD.MAX（アド．マックス）

代表取締役 根田 孝広

から一言
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研究者活動・成果
訪韓研修を終えて

イーハトーブレディ決まる

山田和利君（経済学部経営法学科4年）は、本学で初めて自衛隊の「予備
自衛官補」に採用された。
この制度は、3年目であるが、山田君は一般公募に応募し、東北全体の採用
枠15人に対し、県内で県立大生とともに合格した。
自衛隊岩手地方連絡部本部（盛岡市）で7月1日付で辞令交付され、改め

て同月8日、本学にて辞令交付式が行われた。この交付式では、末永仁同連
絡部募集課長らが立ち会いのもと、本学の就職部長の吉岡欽也経済学部教
授から辞令を受けとった。学長は、「尊
敬される自衛官を目指し、本学のトッ
プバッターとして後輩がつづくよう頑
張って」と激励。山田君は、「人のため
に働く自衛官になりたいので、責任を
もって頑張る」と意欲を語った。
予備自衛官補の採用は、県内で14

年に1人、15年に4人。教育訓練は3
年以内に50日間として宮城県多賀城
市で実施される。履修時期を選択でき、
学生の身分のまま17年1月から訓練
を受け、社会人となっても社会貢献で
きる予備自衛官に必要な教育訓練に
入る。

「本学初 予備自衛官補に採用」
山田和利（4年）

韓国留学生

中国留学生

留学生ふれあい体験

■教職員 グランドホッケー成年男子監督 西田範次
同成年男子選手兼成年女子コーチ 藤原研樹
卓球成年男子監督 小田桐憲仁
ハンドボール成年男子選手 樋下孔士
陸上競技女子選手 千葉夕里

ところで、富士大学で本当によかった
と感じていることはゼミの教授に恵まれ
たことでした。学習した内容は忘却の彼
方ですが、ゼミの込山教授から立ち振る
舞い、義理、人情をきっちりとたたき込
まれました。当時はずいぶん変わった指
導方法だなと思いましたが、就職してそ
の意義はわかりました。いろいろなこと
を学んだ母校が今の私の原点になりまし
た。
さて、私は卒業後、三つの職業を経験

した後に35歳で独立し、現在に至って
います。業種は一般建築で、個人住宅を
主体に宅地造成や不動産の業務をしてい
ます。今年で創業16年になりますが、
何年たっても初心を忘れずに挑戦し続け
ています。時代は長引く不況で経営上厳
しいものがありますが、ピンチはチャン
スで自分のことを信じてやり続けること

がこの時代の活路を見いだすことだと感
じています。大学時代に毎日、毎日同じ
ことを飽きもせずにやり続けた経験が今
に生かされているのかもしれません。
最後に私の経験から一言「人はなりた

いようになる」という言葉を後輩に贈り
ます。私は大学の時代から将来は絶対に
社長になろうと思っていました。もちろ
ん方法もわかりませんでしたがそう思い
続けました。内なる真剣な思いが知らず
知らずに人生の舵取りをすると思ってい
ます。一度しかない人生だから、自分の
なりたいようにならなければ損だと思い
ます。
青春を謳歌している後輩の皆さんが思

い思いの「夢」をはぐくんで、自分らし
く生きることを期待しています。

母校が原点

ソンズン

イ


